
〈宛名〉
原則として、納付義務者の方の住所・氏名が記載されています。
送付先を登録されている方は、登録された住所地にお送りしています。
〈被保険者番号〉
後期高齢者医療の被保険者一人ひとりに割り当てられた番号です。
お問い合わせの際には、この番号をお伝えください。
〈決定理由〉
納入通知書の送付理由が記載されます。
（例）「後期高齢者医療保険料を決定しました」→保険料額の決定
   「所得の変更」→所得の変更により保険料額が変更、「所得の判明」→所得の判明により保険料額が変更、
   「広域内転居（均一賦課異動）」→兵庫県内の転居により、改めて保険料額通知
〈年間保険料額〉
今回決定した年間保険料額です。保険料額は、兵庫県後期高齢者医療広域連合が決定しています。
〈保険料算定の基礎〉
後期高齢者医療制度の保険料は、被保険者お一人おひとりにお支払いいただきます。
令和8年度から、医療分に加えて新たに「子ども・子育て支援金」(子ども分と記載)が保険料に加わります。
上段が前回（変更前）の金額、下段が今回（変更後）の金額です。
①賦課のもととなる所得
 総所得金額等−基礎控除43万円※ (※合計所得金額が2,400万円を超える場合は、段階的に基礎控除額が減少)
②所得割率
 令和8年度において医療分は10.77％、子ども分は0.24％です。所得割率は兵庫県内で均一です。
④均等割額
 令和8年度において医療分は58,427円、子ども分は1,351円です。均等割額は兵庫県内で均一です。
⑥限度超過額
 令和8年度において年間保険料額の上限額は、医療分は85万円、子ども分は2万1千円であり、上限額を超過した額を記載しています。
⑦所得割軽減額
 所得割の軽減制度は現在ありません。
均等割軽減割合Ⓐ
 均等割軽減の軽減割合。令和8.9年度に限り、医療分の均等割軽減割合が７割の場合、特例措置により⑧軽減後均等割額には
 7.2割軽減の額が記載されています。子ども分は特例措置がないため、7割軽減となります。
⑧均等割軽減額
 軽減により減額した均等割額。賦課期日（4月1日または兵庫県における資格取得日）時点の世帯主および被保険者の
 総所得金額等の合計額に応じて、均等割額の軽減を行っています。均等割軽減の基準は通知書裏面をご確認ください。
月数Ⓑ
 兵庫県における後期高齢者医療加入月数です。
⑨年保険料額
 年間の保険料額です。
⑩月割減額
 加入していない月の保険料額です。年保険料額から差し引きされます。
制度加入前日に被用者保険の被扶養者であった方は、加入後2年間は均等割額が5割軽減されるため、
こちらにその該当期の均等割額を月割で示しています(元被扶養者軽減)。
⑪均等割額
 令和8年度において医療分は58,427円、子ども分は1,351円です。均等割額は兵庫県内で均一です。
均等割軽減割合Ⓒ
 元扶養者軽減に該当してる期間の均等割軽減割合を記載しています。
⑫均等割軽減額
 元扶養者軽減に該当してる期間の均等割軽減額を記載しています。
月数Ⓓ
 元被扶養者軽減に該当している機関に均等割が軽減されている月数。
⑬年保険料額
 年間の保険料額です。
⑭月割減額
 加入していない月の保険料額です。年保険料額から差し引きされます。



〈 年間保険料額（ ①+ ②） 〉

兵庫県後期高齢者医療広域連合が決定し た年間保険料額をそのまま記載しているため、

1枚目の通知書「 年間保険料額」 と 同じ 金額が記載さ れます。

①特別徴収合計額と ②普通徴収合計額を合算し た額が年間保険料額になり ます。

1. あなたの保険料の納め方

後期高齢者医療保険料の徴収方法を記載しています。 印字さ れた徴収方法で納付してく ださ い。

 （ 例） 年金から の支払い（ 特徴）   …年金から 特別徴収により 天引き さ れます   

   納付書払い（ 普徴）      …同封の納付書で納めてく ださ い

   口座振替（ 期別引落） （ 普徴） …金融機関より 各月の２ ７ 日に口座振替さ れます

   年金（ 特徴） と 納付書（ 普徴） 支払い …年金から 天引き が開始するまでは納付書で納めてく ださ い

2. 徴収方法ごと の内訳

【 特別徴収分（ 年金から の引去り 分） 】

特別徴収（ 年金から の引き去り ） の対象と なる場合は、 こ こ に特別徴収の情報が記載さ れます。

  特別徴収は年金支給月（ 偶数月） に徴収するので、 偶数月のみ金額が表示さ れます。

※４ 月・ ６ 月・ ８ 月は前年の所得が確定するまで、 前々年の所得から 仮算定さ れた額を引去り し ます（ 仮徴収） 。

 仮徴収額は原則、 前年度２ 月の徴収額と 同じ 額と なり ます。

 その後、 毎年７ 月に年間保険料額が確定し ますので、 確定し た年間保険料額から 仮徴収分を差し 引いた額を

 10月・ 12月・ ２ 月に分けて引去り を行います。

「 特別徴収義務者」  ⇒ 保険料を年金から 差引する義務を負う 者

「 特別徴収対象年金」 ⇒ 保険料が差引かれる年金の名称

           （ 特別徴収でき る年金は法令で定めら れており 、 選択できません。 ）

【 普通徴収分（ 口座振替または納付書） 】

 普通徴収（ 口座振替または納付書払い） の対象と なる場合は、 こ こ に普通徴収の情報が記載さ れます。

４ 月・ ５ 月・ ６ 月の保険料も 発生し ますが、 納付開始は７ 月から と なり ます。

 （ 通常、 年間保険料（ ４ 月～翌年３ 月の 12 カ 月分） は、 ７ 月～翌年３ 月の「 ９  回」 で納付し ます） 。

口座振替は、 ４ 月～６ 月を除く 毎月27日（ 金融機関休業日の場合は翌営業日） に実施さ れます。

残高不足で振替できなかっ た場合は、 翌月14日（ 金融機関休業日お場合は翌営業日） に再振替を行います。

納付書払いの場合は、 別添の納付書により 、 納期限までに金融機関・ ゆう ちょ 銀行の窓口

・ コ ンビニエンススト アでお納めく ださ い。 スマホアプリ を利用し た納付も 可能です。


